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新機能

24000エージェント導入タイプのサポート
このリリースでは、キャパシティの制限が拡張され、24000人のユーザと最大48000のスキルグ
ループによる展開がサポートされるようになりました。

更新済み機能

管理者の非 SSOデフォルトドメインのサポート
このリリースでは、ユニファイドCCE非SSO管理者ユーザのデフォルトドメインプロビジョ
ニングが追加されています。デフォルトドメインが設定されている場合、[ログイン (login)]
フィールドにドメイン名を指定せずに、管理者アカウントを作成または更新できます。デフォ

ルトドメインは、ユーザのログイン名を変更せずにユーザに追加されます。その後、システム

は、そのUCCEクラスタ用に設定されたグローバルカタログ (GC)に対してユーザのログイン
名を検証します。設定が完了すると、管理者はログインで電子メール IDまたはドメインを指
定することなく、アプリケーションにサインインできます。
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ECCペイロードのプロビジョニング
このリリースでは、ECCペイロードのサポートが追加されています。拡張コールコンテキス
ト (ECC)変数には、コンタクトに関連付けられた値が保存されます。この値は通常、コール中
に決定され、記録されます。ECCペイロードを使用すると、ユニファイド CCEと統合された
システムは、ECCペイロードに変数を配置することにより、特定の通信パスを介して ECC変
数をより簡単かつ効率的に送信できます。ECCペイロードのサイズは最大 2000バイトです。
ECCペイロードのプロビジョニングは、ResourceManagerガジェットからのみ使用できます。

廃止された機能

レガシーリソースマネージャ

これは、レガシーリソースマネージャの最後のリリースであり、今後のリリースでは拡張さ

れません。従来のリソースマネージャで以前に実行したすべてのタスクは、現在の Resource
Managerガジェットインターフェイスで実行する必要があります。

削除され、サポートされない機能
このリリースでは、削除された機能およびサポートされていない機能はありません。

サードパーティソフトウェアの影響
このリリースでは、サードパーティ製ソフトウェアへの影響はありません。
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